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今
年
（
二
〇
一
七
年
）
二
月
、
韓
国
で
は
洪
昔
杓
〔
ホ
ン
・
ソ
ク
ピ
ョ
〕

著
《
루
쉰
과 

근
대 

한
국　

동
아
시
아 

공
존
을 

위
한 

상
상
》（
魯
迅
と

近
代
朝
鮮　

東
ア
ジ
ア
共
存
の
た
め
の
想
像
）
が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
日

本
の
統
治
下
、
さ
ら
に
は
南
北
に
ふ
た
つ
の
政
権
が
成
立
す
る
ま
で
の

朝
鮮
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
魯
迅
と
出
会
い
、
ま
た
作
品
を
誰
が
ど
の

よ
う
に
翻
訳
、
研
究
し
て
き
た
か
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
“
近
代
朝
鮮
”
と
魯
迅
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
藤
井
省
三
『
魯

迅
―
―
東
ア
ジ
ア
を
生
き
る
文
学
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
）
に
収
め

ら
れ
た
「
脈
々
と
続
く
《
魯
迅
読
み
》
の
伝
統
―
―
朝
鮮
・
韓
国
と
魯

迅
」
に
そ
の
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
寶
政
美
「
魯
迅
と
朝
鮮

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
出
会
い
」（『
東
方
』
一
九
八
四
年
八
月
号
）、
長

璋
吉
『
朝
鮮
・
言
葉
・
人
間
』（
河
出
書
房
新
社
、一
九
八
九
）、南
雲
智
「
朝

鮮
・
朝
鮮
人
・『
魯
迅
日
記
』」（
季
刊
『
青
丘
』
一
九
九
〇
年
三
号
）
な
ど

“
近
代
朝
鮮
”
は
魯
迅
に
ど
う
出
会
っ
た
の
か

畑
山　

康
幸

Book Review
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も
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。中
国
で
は
魯
迅
博
物
館
編『
韓

国
魯
迅
研
究
論
文
集
』（
河
南
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）
や
『
韓
国
魯
迅

研
究
精
選
集
』（
中
央
編
訳
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
が
す
で
に
出
版
さ
れ
て

い
る
。
韓
国
で
魯
迅
と
“
近
代
朝
鮮
”
の
か
か
わ
り
を
一
冊
に
ま
と
め

た
の
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。

　

著
者
の
洪
昔
杓
は
ソ
ウ
ル
大
学
、同
大
学
院
で
中
国
文
学
を
専
攻
し
、

博
士
論
文
「
中
国
の
近
代
文
学
意
識
の
形
成
に
関
す
る
研
究
―
―
胡
適

の
白
話
文
運
動
と
魯
迅
の
小
説
創
作
を
中
心
に
し
て
」
を
ま
と
め
た
。

現
在
は
梨
花
女
子
大
学
中
国
文
学
研
究
所
所
長
を
務
め
、
近
代
に
お
け

る
朝
鮮
と
中
国
の
文
化
的
・
思
想
的
交
流
を
研
究
し
て
い
る
。
著
書
に

『
中
国
現
代
文
学
史
』（
二
〇
一
〇
）、『
中
国
近
代
学
問
の
形
成
と
学
術

文
化
談
論
』（
二
〇
一
二
）
が
あ
る
ほ
か
、『
魯
迅
全
集
』
の
翻
訳
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

洪
昔
杓
著

루
쉰
과 

근
대 

한
국

동
아
시
아 

공
존
을 

위
한 

상
상
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本
書
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
魯
迅
に
会
っ
た
詩
人
・
呉
相
淳
、「
狂

人
日
記
」
を
翻
訳
し
た
柳
樹
人
、
一
九
三
〇
年
代
に
「
阿
Ｑ
正
伝
」
を

翻
訳
し
た
梁
白
華
、
魯
迅
の
作
品
に
関
す
る
評
論
を
発
表
し
た
丁
来
東

と
金
台
俊
、
魯
迅
を
取
材
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
申
彦
俊
、
魯
迅
と
思

想
的
に
共
鳴
し
た
詩
人
・
李
陸
史
、
一
九
四
〇
年
代
に
魯
迅
の
作
品
集

を
翻
訳
出
版
し
た
金
光
洲
、
さ
ら
に
卒
業
論
文
に
魯
迅
を
選
ん
だ
李
明

善
ら
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
、
当
時
発
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
人
々
の

論
文
や
手
記
と
と
も
に
、
五
〇
〇
頁
余
り
の
著
作
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

朝
鮮
半
島
に
魯
迅
の
名
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、青
木
正
児
の
「
胡

適
を
中
心
に
渦
い
て
ゐ
る
文
学
革
命
」（
一
九
二
〇
）
を
同
年
に
雑
誌

『
開
闢
』
に
翻
訳
紹
介
し
た
梁
白
華
で
あ
る
（
藤
井
省
三
『
魯
迅
』）。
ま
た

魯
迅
文
学
の
最
初
の
朝
鮮
語
訳
は
雑
誌
『
東
光
』（
一
九
二
七
年
八
月
号
）

に
発
表
さ
れ
た
柳
樹
人
訳
に
よ
る「
狂
人
日
記
」で
あ
る
。
魯
迅
の
作
品

が
、
日
本
国
内
で
最
初
に
翻
訳
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
二
七
年
一
〇
月

の「
故
郷
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、中
国
国
外
で
の
外
国
人
に
よ
る
魯
迅
の

作
品
翻
訳
は
朝
鮮
語
訳
が
世
界
最
初
で
あ
る
（
同
）。

　

本
書
で
は
、
こ
う
し
た
翻
訳
に
先
立
っ
て
、
魯
迅
に
出
会
っ
た
人
物

と
し
て
呉
相
淳
を
あ
げ
て
い
る
。
呉
相
淳
は「
ア
ジ
ア
は
夜
が
支
配
す
る
、

そ
し
て
夜
を
統
治
す
る
」（「
ア
ジ
ア
最
終
夜
の
風
景
」）
と
詠
ん
だ
詩
人
で
、

金
素
雲
訳
編
『
朝
鮮
詩
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四
）
に
も
作
品
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
本
書
『
魯
迅
と
近
代
朝
鮮
』
で
評
者
の
興
味
を
引
い
た

の
は
、
呉
相
淳
が
魯
迅
と
出
会
っ
た
の
は
盲
目
の
詩
人
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ

と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
導
き
に
よ
る
も
の
だ
と
し
た
点
で
あ
る
。
一
九
二
二

年
五
月
二
三
日
の
北
京
世
界
語
〔
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
〕
学
会
創
立
の
際
の
記

念
写
真
が
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
七
頁
）。
こ
れ
に
は
呉
相
淳
が

魯
迅
、
周
作
人
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
ら
と
と
も
に
写
っ
て
い
る
。

　

呉
相
淳
は
一
九
一
二
年
か
ら
同
志
社
で
宗
教
哲
学
を
学
び
、
一
九
一

八
年
に
朝
鮮
に
戻
っ
た
あ
と
、文
学
誌『
廃
墟
』の
同
人
と
な
っ
た
。『
廃

墟
』
の
創
刊
号
表
紙
に
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
も
雑
誌
名
が
書
か
れ
、

LA
 RU
IN
O

〔
注
：
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
『
廃
墟
』
の
意
〕
と
題
す
る
詩
人
・

金
億
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
呉
相
淳
は
創
刊
号
に

「
時
代
苦
と
そ
の
犠
牲
」
を
発
表
し
、
そ
の
な
か
で
「
わ
が
朝
鮮
は
荒

涼
た
る
廃
墟
」
と
述
べ
、「
一
切
を
破
壊
し
、
一
切
を
建
設
し
、
一
切

を
革
新
革
命
し
、
一
切
を
改
造
再
建
し
、
一
切
を
解
放
し
」
と
訴
え
た
。

　

洪
昔
杓
に
よ
れ
ば
、
呉
相
淳
は
秋
田
雨
雀
や
柳
宗
悦
ら
に
手
紙
を

送
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
う
し
た
関
係
か
ら
「
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
と
接
触

し
、
か
れ
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
自
然
に
習
得
す
る
機
会
を
も
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
洪
昔
杓
は
、
呉
相
淳
が
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
と
と
も
に
中

国
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
に
も
参
与
し
、
周
作
人
日
記
（
一
九
二
二
年

四
月
一
四
日
ほ
か
）
に
も
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
李
又
観
と
と
も
に
そ
の
名

が
登
場
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

洪
昔
杓
は「
朝
鮮
の
知
識
人
に
と
っ
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
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ム
は
、
国
家
と
民
族
を
超
え
て
相
互
理
解
と
思
想
的
連
帯
を
可
能
に
す

る
重
要
な
言
語
的
道
具
で
あ
り
、
思
想
的
武
器
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
独

立
が
切
実
で
あ
っ
た
時
期
に
か
れ
ら
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
を
媒
介
と
し
て
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
、
魯
迅
、
周
作
人
と
交
流
し
な
が
ら

思
想
的
連
帯
を
模
索
し
た
」と
書
い
て
い
る
。　

翻
訳
掲
載
し
た
。
と
こ
ろ
が
洪
昔
杓
は
、
梁
白
華
の
「
阿
Ｑ
正
伝
」
の

翻
訳
、
と
り
わ
け
誤
訳
に
つ
い
て
、
意
外
な
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
阿
Ｑ
正
伝
」
が
井
上
紅
梅
に
よ
っ
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、

一
九
二
八
年
の
『
上
海
日
日
新
聞
』
紙
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
翻
訳
は
翌

年
、
日
本
の
雑
誌
『
奇
譚
』
に
「
支
那
革
命
畸
人
伝
」
と
し
て
連
載
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
洪
昔
杓
は
、
梁
白
華
は
翻
訳
に
あ
た
っ
て

井
上
訳
「
阿
Ｑ
正
伝
」
を
参
考
に
し
た
と
し
て
い
る
。
洪
昔
杓
は
さ
ら

に
、
梁
白
華
は
翻
訳
に
解
説
も
付
し
た
が
、
そ
れ
は
井
上
紅
梅
の
「
支

那
革
命
畸
人
伝
」
に
あ
る
解
説
を
「
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
」
訳
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
梁
白
華
の
「
阿
Ｑ
正
伝
」
は
、

「
翻
訳
文
の
語
彙
、
文
章
構
造
、
段
落
区
分
な
ど
井
上
紅
梅
の
『
阿
Ｑ

正
伝
』
と
大
部
分
一
致
す
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
梁
白
華
の
「
阿
Ｑ
正
伝
」
翻
訳
は
井
上
紅
梅
「『
支
那
革
命
畸
人
伝
』

の
重
訳
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

洪
昔
杓
は
、
梁
白
華
が
自
身
の
翻
訳
を
日
本
語
か
ら
の
重
訳
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
は
問
題
だ
と
し
な
が
ら
、「
井
上
紅

梅
の
日
本
語
翻
訳
が
あ
ま
り
に
も
誤
訳
が
多
か
っ
た
」
の
が
そ
の
原
因

で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
“
近
代
朝
鮮
”
に
お
け
る
初
期
の

中
国
文
学
の
翻
訳
事
情
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　

本
書
で
は
学
生
時
代
か
ら
魯
迅
研
究
、中
国
文
学
研
究
に
取
り
組
ん

だ
李
明
善（
次
頁
写
真
）に
も
目
を
向
け
て
い
る
。李
明
善
は
解
放
後
に
初

北京世界語〔エスペラント〕学会創立の際の記念写真
前列右から４人目がエロシェンコ、左から２人目が呉相淳   

　

一
九
三
〇
年

代
に
入
る
と
、

朝
鮮
で
は
魯
迅

の
作
品
が
さ
ら

に
翻
訳
さ
れ
、

中
国
の
現
代
文

学
に
つ
い
て
の

評
論
も
登
場
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。
梁
白
華
は

「
阿
Ｑ
正
伝
」

を
一
九
三
〇
年

一
月
四
日
か
ら

二
月
一
六
日
に

か
け
て
『
朝
鮮

日
報
』
紙
上
に
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め
て
出
た
朝
鮮
文
学
史
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
朝
鮮
文
学
史
』（
ソ
ウ
ル
・

朝
鮮
文
学
社
、
一
九
四
八
）
の
著
者
で
も
あ
る
。
こ
の
『
朝
鮮
文
学
史
』

は
階
級
史
観
＝
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
で
朝
鮮
文
学
史
を
叙
述
し
た
点

に
特
徴
が
あ
る
。
李
明
善
は
京
城
帝
国
大
学
で
一
九
三
七
年
か
ら
卒
業

の
一
九
四
〇
年
ま
で
中
国
現
代
文
学
を
専
攻
し
、
魯
迅
を
テ
ー
マ
に
し

て
卒
業
論
文
を
書
い
た
。
八
・
一
五
解
放
後
に
は
ソ
ウ
ル
大
学
中
文
科

教
授
と
な
り
、一
九
四
六
年
に
は『
中
国
現
代
短
編
小
説
選
集
』（
宣
文
社
、

一
九
四
六
）
を
翻
訳
出
版
し
た
。
こ
れ
に
は
郭
沫
若
「
牧
羊
哀
話
」、
巴

金
「
復
讐
」
な
ど
と
も
に
魯
迅
の
「
故
郷
」
が
収
め
ら
れ
た
。

　

李
明
善
が
卒
業
論
文
に
魯
迅
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
洪
昔
杓
は
、
京

城
帝
大
助
教
授
で
、
魯
迅
に
三
度
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
辛
島
驍
の
影
響

を
あ
げ
て
い
る
。
辛
島
驍
は
当
時「
中
国
新
文
学
運
動
の
回
顧
」、「
支
那

文
学
史
概
説
」、「
支
那
小
説
解

題
」な
ど
を
講
じ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
李
明
善
が
京
城

帝
大
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
は
日

中
戦
争
の
時
期
と
重
な
る
。

　

李
明
善
は
一
九
四
五
年
ま
で

に
「
魯
迅
に
つ
い
て
」
な
ど
三

編
の
論
文
を
当
時
の
新
聞
や
雑

誌
に
発
表
し
た
。ま
た
雑
誌『
人

魯迅をテーマに京城帝大の卒業論文を
書いた李明善（本書 287 頁から）

解放後初めて「世界文学史大系」第１
巻として出版された李明善著『朝鮮文
学史』（朝鮮文学社、筆者所蔵）  

文
評
論
』
に
老
舎
の
「
開
市
大
吉
」
を
魯
夫
の
筆
名
で
翻
訳
し
、
同
じ

雑
誌
に
「
周
作
人
論
」
を
李
魯
夫
の
名
で
掲
載
し
て
い
る
。
魯
夫
の
筆

名
が
魯
迅
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

李
明
善
の
名
は
こ
れ
ま
で
韓
国
の
学
界
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
と
づ
く
『
朝
鮮
文
学
史
』
を
著

し
た
こ
と
か
ら
、
左
翼
教
授
と
み
な
さ
れ
た
ほ
か
、
朝
鮮
戦
争
で
北
朝

鮮
の
人
民
軍
が
ソ
ウ
ル
を
占
領
し
た
と
き
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
総
責
任
者

を
引
き
受
け
た
こ
と
、
戦
争
の
と
き
越
北
〔
注
：
北
朝
鮮
の
政
治
体
制
に

同
調
し
て
北
に
行
っ
た
こ
と
の
韓
国
で
の
表
現
。
北
朝
鮮
で
は
入
北
と
い
う
〕

し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
（
以
後
行
方
不
明
）。
こ
の
た
め
「
反
共
」

を
国
是
と
し
て
き
た
韓
国
で
李
明
善
と
そ
の
研
究
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
二
〇
〇
七
年
に
は
『
李
明
善
全
集
一
～
四
』（
ソ
ウ
ル
・
報
告
社
）

が
出
版
さ
れ
る
な
ど
再
評
価
が
始
ま
っ
て
い
る
。
洪
昔
杓
は
『
魯
迅
と

近
代
朝
鮮
』
で
、「
中
国
現
代
文
学
の
研
究
者
と
し
て
の
李
明
善
を
積

極
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　
“
近
代
朝
鮮
”
に
お
け
る
魯
迅
研
究
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
始
ま
り
、

一
九
三
〇
年
代
、
解
放
空
間
〔
一
九
四
五
年
か
ら
南
北
に
ふ
た
つ
の
政
権

が
成
立
す
る
ま
で
の
期
間
〕
に
盛
ん
で
あ
っ
た
と
洪
昔
杓
は
指
摘
し
て
い

る
。
し
か
し
「
朝
鮮
戦
争
以
降
、
魯
迅
研
究
は
冷
戦
体
制
に
よ
っ
て
中

断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
記
し
た
。
中
国
が
人
民
志
願
軍
を
朝
鮮

戦
線
に
送
り
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
国
連
軍
、
韓
国
軍
と
対
決
し

た
た
め
、
休
戦
後
も
韓
国
は
中
国
と
外
交
関
係
に
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
朝
鮮
半
島
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
場
合
、
北
朝
鮮
で
は

一
九
四
六
年
発
行
の
『
文
化
戦
線
』
第
二
輯
（
北
朝
鮮
文
学
芸
術
総
同
盟

機
関
誌
）
に
金
浩
の
「
魯
迅
逝
世
十
周
年
を
迎
え　

人
間
魯
迅
」
が
掲

載
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
後
の
冷
戦
下
で
も
『
魯
迅
選
集
』（
平
壌
・
国
立
出

版
社
、
一
九
五
六
～
一
九
五
七
）
や
『
魯
迅
作
品
選
』（
平
壌
・
朝
鮮
文
学

芸
術
総
同
盟
出
版
社
、
一
九
六
四
）
が
翻
訳
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
洪
昔
杓

が
言
う
よ
う
に
必
ず
し
も
「
冷
戦
体
制
に
よ
っ
て
中
断
」
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。

　

韓
国
で
魯
迅
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

洪
昔
杓
は
「
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
韓
国
人
の
民
主
化
意
識
が
拡
張
し
批

判
精
神
が
高
揚
」
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
加
え
て
一
九
九
二
年
に
韓

国
と
中
国
が
国
交
を
樹
立
し
た
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

評
者
が
本
書
を
読
み
、
と
り
わ
け
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
事
実
を
積

み
上
げ
た
そ
の
実
証
性
に
あ
る
。
本
稿
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
記
述
に

も
興
味
深
い
点
が
多
く
、
韓
国
に
お
け
る
魯
迅
研
究
の
ひ
と
つ
の
到
達

点
を
示
し
て
い
る
。

　

洪
昔
杓
は
本
書
で
、
日
本
の
魯
迅
研
究
を
「
中
国
の
そ
れ
に
劣
ら
ず

注
目
す
べ
き
学
問
的
成
果
を
あ
げ
て
き
た
」
と
高
く
評
価
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
韓
国
で
は
魯
迅
研
究
が
「
大
き
く
高
潮
し
た
の
に
比
し
て
、

こ
の
時
期
に
中
国
と
日
本
の
魯
迅
研
究
は
小
康
状
態
に
入
り
始
め
た
」

と
も
指
摘
し
て
い
る
。
長
い
レ
ー
ス
を
駆
け
て
き
た
中
国
や
日
本
の
魯

迅
研
究
者
が
一
休
み
し
、
ふ
と
後
ろ
を
振
り
向
い
た
と
き
、
遠
く
に
い

た
と
思
っ
て
い
た
韓
国
の
研
究
者
が
実
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
る

こ
と
を
本
書
『
魯
迅
と
近
代
朝
鮮
』
は
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
貴
重
な
研
究
成
果
が
、
北
朝
鮮
を
含
め
た
民
族

全
体
で
共
有
し
え
な
い
現
実
こ
そ
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
魯
迅
研
究
に

残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
（
は
た
や
ま
・
や
す
ゆ
き　

東
ア
ジ
ア
現
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）


